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伊藤 昌毅

• 東京大学 生産技術研究所 特任講師
– ユビキタスコンピューティング
– 交通情報学

• 経歴
– 静岡県掛川市出身
– 2002 慶應義塾大学 環境情報学部卒
– 2009 博士（政策・メディア） 指導教員： 慶應義塾大学 徳田英幸教授
– 2008-2010 慶應義塾大学大学院 政策・メディア研究科 特別研究助教
– 2010-2013 鳥取大学 大学院工学研究科 助教
– 2013-2019 東京大学 生産技術研究所 助教
– 2019- 現職

• 委員（国土交通省）
– バス情報の効率的な収集・共有に向けた検討会 座長
– 公共交通分野におけるオープンデータ推進に関する検討会 委員
– MaaS関連データ検討会 委員
– 交通政策基本研究小委員会 委員 他

• 委員（その他）
– 経済産業省 官民データの相互運用性実現に向けた検討会 座長
– 沖縄 観光2次交通の利便性向上に向けた検討委員会 委員長 他
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• 標準フォーマット関連
– バス情報の効率的な収集・共有に向けた検討会 座長(H28年度)
– 標準的なバス情報フォーマット利活用検討会 座長(H29年度)
– バス情報の静的・動的データ利活用検討会 座長（H30年度）
– GTFS-JPに関する検討会 委員（R2年度）

• オープンデータ関連
– 公共交通分野におけるオープンデータ推進に関する検討会 委員（H29年度-R1年度）

• MaaS関連
– 都市と地方における新たなモビリティサービスのあり方懇談会 委員（H30年度）
– 新モビリティサービス推進事業有識者委員会 委員（R1年度）

• 交通政策審議会
– 交通政策基本計画小委員会 委員（R1年度-）

• シェアサイクル
– シェアサイクルの在り方検討委員（R1年度-）

伊藤×国土交通省



• 経済産業省 オープンデータ関連
– 官民データの相互運用性実現に向けた検討会 座長(H29年度)

– 情報共有基盤 利用促進ワーキンググループ 委員（H30年度）

• 総務省 オープンデータ関連
– 地域情報化アドバイザー（R2年度〜）

伊藤×経済産業省・総務省



• 沖縄観光2次交通の利便性向上に向けた検討委員会 座長（H30年度-R2年
度）

• 群馬県バスロケーションシステム実証実験 アドバイザー（R1年度）

• さいたま市 スマート駅広研究会 副会長（R2年度〜）

• 佐賀市 街なか未来技術活用モデルプラン策定業務有識者会議 委員(R2年
度〜)

• 東京都 東京都における地域公共交通の在り方検討会 委員(R2年度〜)

• その他自治体主催のイベントでの講演多数
– 静岡県掛川市、石川県能美市、群馬県、島根県安来市、沖縄県、富山県、岐阜県、北海道な

ど

伊藤×地方自治体
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標準的なバス情報フォーマットのオープンデータ整備が進行中

路線 時刻 運賃

「標準的なバス情報フォーマット」（世界標準のGTFS互換）でデータ整備

リアルタイム

乗換案内・MaaS サイネージ・印刷物等 交通分析・計画

バス業界において「標準化」「オープン化」が同時に進行中



• x
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• 標準的なバス情報フォーマット
（GTFS-JP）データ整備に関わる有志
によるコミュニティ
– 2017年夏頃から、国交省検討会の関係者らを

中心に自然発生的に誕生
– 普及に関わるツール開発、勉強会やイベント

開催、関係者への働きかけなどを継続的に実
施

– チャットなどによる活発な情報交換

• 参加者
– 大学研究者
– 乗換案内サービスデータ整備担当
– バス事業者向けツール開発者
– 公共交通コンサルタント
– 交通事業者職員
– 自治体職員 等 20名程度

標準的なバス情報フォーマット広め隊



• Webページからデータを誰でもダウンロード出来るように

オープンデータとして自社などのWebページで公開



• 事業者データ

• バス停データ

• 路線データ

• 時刻表データ

• 路線図（緯度経度）データ

• など

GTFS-JPにはCSVファイル形式で以下の情報が格納



• 便ごとのバス停通過時刻、緯度経
度情報などをリアルタイム公開

• 混雑情報も追記可能
– 2020年7月より宇野バスが対応

• Protocol Buffer形式

GTFSリアルタイム（バスロケ）提供も増加中（28事業者）



• 公共交通オープンデータ協議会（坂村健会長）
による取り組み
– 公共交通オープンデータセンター

• 都バスは、Google Mapsでバスロケを考慮し
た検索が可能に

2020年： 都バス・横浜市営バスの
GTFS-JP・GTFSリアルタイムデータ公開

2019年3月
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• 武蔵村山市コミュニティ

• 西東京市コミュニティ

• 小笠原村営バス

• 大田区コミュニティ

• 新宿区コミュニティ

• 立川市コミュニティ

• 北区コミュニティ

東京都内のオープンデータ（自称）掲載状況

• 西武バス

• 東京都交通局 都バス（リ
アルタイムも含む）

公共交通オープンデータ
協議会

ジョルダン 公共交通データ
HUBシステム

両者とも利用にはユーザ登録が必要
データのライセンスが不明確であったり再
配布を禁止しているため、厳密には「オー
プンデータ」とは呼べない
データ品質やダイヤ改正対応は確認が必要

※オープンデータ基本指針（平成29年5月30日高度情報通信
ネットワーク社会推進戦略本部・官民データ活用推進戦略会
議決定）の定義に基づく



Accessなどと同様のリレーショナルデータ
ベースとして解釈可能



• x

例: 本日 渋谷駅前 51番乗り場から発車するバス



• 例：SNSの「都バスは同時に何台走っている？」という問いに
すぐに答えられる
– Max 1141台, 都バスの保有台数は約1500台

SQLなので様々な角度からデータ取得が可能

https://twitter.com/niyalist/status/1295398917488574464


